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○石鍋産業経済部長 

みなさま、こんにちは。定刻になりました

ので、令和８年度第二回足立区経済活性化

会議を開催させていただきます。私は事務

局となる産業政策課長を兼ねる産業経済部

長の石鍋でございます。よろしくお願いい

たします。 

まず初めに、何点かご案内をさせていただ

きます。本日の会議は公開となっておりま

すので、傍聴席を設けております。また、

足立区役所２階にあります区政情報課にお

きまして、委員のみなさまの名簿・会議

録・会議資料を公開させていただきますの

で、あらかじめご了承いただきたいと思い

ます。また会議録作成のために、本日の会

議を録音させていただきます。こちらもご

了承ください。 

続きまして、新たに委員となられる方の委

嘱とご紹介をさせていただきます。区民委

員の任期満了に伴い、公募によりお二人の

方を選任しました。まず、お一方目は、前

期に引き続き齋藤 遥希委員に就任いただ

きます。もう一方は、今回新たに清水 彬

之介委員に就任いただきます。では、新た

に委員になられた清水委員、一言ご挨拶を

お願いいたします。 

 

○清水委員 

文教大学３年生の清水彬之介と申します。

初めてですので、自己紹介をさせていただ

きます。これまでの 20年間足立区で生ま

れ育ち、大学も足立区内にある文教大学に

通っております。祖母が区役所に勤務して

いたこともあり、幼い頃から東京電機大学

を誘致した話や花火大会を復活させた話な

どをたくさん聞いていまして、足立区を愛

して育ってきましたので、大学も足立区に

ある文教大学に進学いたしました。大学で

は足立区の政策に対して提言を行う事業に

参加しているほか、ゼミのなかでも足立ブ

ランド企業の方々と一緒に社会課題の解決

に向けた活動に取り組んでいます。最近で

は、私たちが提案した製品の商品化に向け

た嬉しいお話もいただいているところです。

足立区と関わる中で、より一層足立区に貢

献したいという思いから今回の経済活性化

会議委員に応募いたしました。大学生や若

い視点という立場から足立区に貢献してい

きたいと考えております。本日はよろしく

お願いいたします。 

 

○石鍋産業経済部長 

本日は、産業経済部の管理職及び事務局職

員が同席させていただいております。なお、

安田観光交流協会事務局長は、他の公務に

より欠席でございます。次に、本日の出席

委員数を報告いたします。委員定数 17 名、

出席委員 15名であり、本日の会議が成立

していることを報告いたします。なお、株

式会社一歩一歩代表取締役大谷 順一委員、

東武鉄道株式会社北千住駅長大根田 文雄

委員は所用につき本日、ご欠席です。 

 

《資料確認》 

 

では、この後の議事進行を池村会長にお願

いしたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

〇池村会長 

それでは次第に沿って、「足立区地域経済

活性化基本計画（案）」の審議を進めてま



いります。まずは事務局から説明をお願い

します。 

 

〇石鍋産業経済部長 

事前配布した次第、「令和８年度第一回経

済活性化会議 計画（案）に対するご意見

及び対応一覧（項目順）」をご覧いただき

ながら、「足立区地域経済活性化基本計画

（案）」と照らしてご説明します。「令和８

年度第一回経済活性化会議計画（案）に対

するご意見及び対応一覧」は前回７月 15

日の当会議において、委員の皆様からいた

だいたご意見と、ご欠席だった委員の皆様

にもご意見を募り、それに対する事務局と

しての対応方針をあわせてまとめたもので

す。右から２列目の計画案修正の欄には、

計画を修正した該当箇所を示しています。

「足立区地域経済活性化基本計画（案）」

は、基本的にこの対応一覧に応じて前回の

計画（案）を修正したものです。修正点は

黄色マーカーで色付けしています。今回は

主に、次第にあるとおりこれらのご意見へ

の対応及びそれに伴う計画の修正した部分

の内容について議論いただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

○池村会長 

では、主に第一回経済活性化会議での意見

への対応及び地域経済活性化基本計画（案）

の修正箇所について、順にご意見を伺って

参ります。やり取りも含めて、お一人６分

程度を目安にお願いいたします。 

 

○阿部委員 

前回初めてだったのですがご意見申し上げ

たのは、足立区の計画ですので大きなマク

ロの状況まで影響するのは非常に難しい。

ですので、なるべく政策の頑張りによって

良くなるようなところをやったら良いので

はないか。それから、ちょっと無理な、例

えば国の成長率を上げるといったことは言

ってもしょうがないので、区の産業が活性

化するようにということで少し絞って、し

かもちょっと無理なまたは非常に不確かな

目標は若干検討した方が良いのではないか、

ということを申し上げました。それで申し

上げたことは十分反映されておりますので、

ありがとうございます。これでよろしいか

と思います。あとは、仕上げにかかるとい

うことになりますけれども、現状を申し上

げますと私もエコノミストの端くれなので

申し上げますと、おそらく計画ができる頃

には金利が上がって、ひょっとすると為替

レートは少し円高の方向にやっぱり向かう、

物価の上昇がきつすぎて、非常に政権とし

ても辛いところがありまして、食料消費税

を１％まで下げてしまうということまでや

っていて、要するに目をつぶって物価の上

昇をなんとか食い止めようとしております

が、本来やるのは中央銀行が金利を上げて、

金利を上げたら資金の金利が上がって、そ

れでレートが上がって物価の上昇をやわら

げる、これがおそらく目に見えている方向

じゃないかと思います。その中で輸出なり

製造業なり、そのようなところにはちょっ

と厳しい環境にだんだんなってくるのでは

ないかということで、赤字企業を減らして

黒字企業を増やすというのは、少し大変な

環境になってくると思います。政策的には

こちらはおそらく国の来年度予算の要求で

は出てくるのではないかと私は予想してい

ます。ということでちょっと大変ですけれ



ども、むしろ計画というか政策の頑張りが

これから多分できて、景気がちょっと悪化

することで、企業に影響がないようにとい

うのが大事だと私は思っています。という

ことであまり無理な目標にしない、これは

入れてもらいましたし、あとはもちろん私

が言ったことも予想の範囲ですが、本当に

そうなるかどうかわかりませんけれども、

頭の隅に置きながら計画は仕上げていくよ

うにしていただければと思います。以上で

す。 

 

〇石鍋産業経済部長 

ありがとうございます。 

 

○池村会長 

マクロ的な観点から金利や為替の影響とい

うことを中心にご指摘いただきました。 

 

○鹿浜委員 

前回私の方からは、修正前のもので 11点

指摘させていただきました。今回の修正案

は、全体を通して見させていただいても、

ページ数で 89ページ、前回がページ数 63

ページだったので、26ページ増えて、※

印でそれぞれの説明を詳細に書かれている

ので、前回よりもだいぶ分かりやすいかな

という印象を持たせていただきました。そ

んな中で、私が指摘させていただいた P21、

22、IT・IoTの導入補助金というところ、

※印の 11番など、いろんな意味で私が指

摘させていただいたところ、一部新規や新

規事業というような形で修正をいただいて、

今回分かりやすく説明いただいているので、

今回のこの修正案に関して私はよくできて

いるのではないかなという感じを受け、あ

る意味満足させていただいている次第でご

ざいます。以上でございます。 

 

○池村会長 

前回との比較でご指摘いただきました。細

かな説明が加えられているということです。 

 

〇石鍋産業経済部長 

細かい注釈を入れてわかりやすくというこ

とをさせていただいております。まだパブ

リックコメントに向けては若干時間もあり

ますので、再度見直してもうちょっとわか

りやすくというところがあれば追加してい

きたいと思います。 

 

○さの委員 

資料を送っていただいて、黄色の修正箇所

が本当にたくさんあって、こんなに修正さ

れたんだというのがまず本当に最初に思っ

たところでございます。先ほど鹿浜委員か

らございまして、注釈についてもかなり詳

しく記載がございましたので、本当に見や

すくなったなっていうところでございます。

以前私がご指摘させていただきました P12

のところも、女性活躍推進法というところ

で、都の色々な支援等について職場環境改

善奨励金の内容もお伝えをさせていただき

ましたが、前回は多様な人材の活用という

ところで記載するということでございまし

たが、実際にページを見ると、女性や高齢

者などというところで具体的に記載がござ

いましたので、分かりやすいかなと思って

おります。全体的にはとても見やすくなっ

たところではあるのですけども、ただペー

ジ数が増えたというところで、端から端ま

でお読みになるにはかなりボリュームがあ



りますので、例えばメリハリを持ちながら

まとまった形のダイジェスト版ではないで

すけども、もう少しコンパクトにおまとめ

いただいて、皆様が手に取って見てもらえ

るようなそのような工夫も大事かなと思っ

ておりますがいかがでしょうか。 

 

〇石鍋産業経済部長 

はい。今お話いただきましたダイジェスト

版については作らせていただきます。柱が

６本あってそれに対するこの計画の達成の

指標が何かというような本当に皆さんに分

かっていただけるような内容のものを作っ

ていきたいと思います。 

 

○さの委員 

また、その際はぜひグラフですとか写真と

か、今回かなり多様に使われていて、やっ

ぱり文章だけですとなかなか伝えにくいと

ころもございますので、ぜひその辺も工夫

していただいて、区民の方も含めて分かり

やすいものをぜひお願いしたいと思います。

以上です。 

 

〇石鍋産業経済部長 

わかりました。 

 

○池村会長 

さの委員からは、記載内容の見やすさにつ

いてご意見いただきました。ありがとうご

ざいました。 

 

〇佐藤委員 

今回の修正案を拝見させていただきまして、

前回の会議で出されていた様々な意見、し

っかりと丁寧に反映をしていただいている

なと感じておりまして、ありがたいなと思

っております。前回私を含め、複数の委員

の皆さんから出ておりましたけれども、デ

ジタル活用、特に生成 AIに関しては追記

していただいているというところで前向き

なお話もございましたし、しっかりと事業

者の皆さんが、積極的に活用していけるよ

うに、やはり及び腰の事業者さんもいらっ

しゃるというような状況でありますので、

しっかりとこの自分の事業ではどういった

形でご活用できるのかっていうところも、

計画の中に入れていくと文面としては十分

かと思っていますけれども、しっかりと実

効性のあるものにしていくという観点でも

しっかりと制度設計を進めていただきたい

なと感じております。今回の修正案という

ものに関しましては、しっかりと作り上げ

ていただいていると感じておりますので、

私としては賛成でございますので、こちら

をしっかり実行できるように進めていただ

ければと思っております。 

 

〇石鍋産業経済部長 

実際に計画への記載の仕方と、事業者の

方々に対し、補助や支援をやるには伝え方

が違ってきますので、具体的な事例を入れ

るですとか、その事例に関してはすでに進

めていらっしゃる方々の声を入れていくと

いう形で、分かりやすい周知をしていきた

いと思います。 

 

〇佐藤委員 

お願いいたします。 

 

〇池村会長 

佐藤委員からは、生成 AI活用に関しては



実効性があるものにしていただければとい

うことでお話がありました。 

 

〇遠藤委員 

全部を網羅しての意見は難しかったのです

が、前回お話しさせていただいたところに

関して 

は、目標値にしてもより現実的というか、

これなら頑張れば良いのではないかという

ような数字に近づいて、修正できていると

十分感じました。ご苦労様でございます。 

 

〇石鍋産業経済部長 

前回、阿部委員の方からも、過去の数字の

動きを参考にしたらどうかというお話もあ

りましたので、そういったところも踏まえ

て、より現実的な数字というところで意識

させていただきました。ありがとうござい

ます。 

 

〇木村委員 

前回私は、柱１と柱３で意見を出しました。

柱１に関しては人手不足の件ですけれども、

デジタルの方とも絡みますけれど、うちの

会社でも導入できるなと思うところがあっ

て、ただそれに踏み切れないでいるのが現

状で、その理由はというとやっぱり人材の

話に繋がってくるというところで、改めて

この人手不足は色々なところで絡んでいる

と感じております。今回このことについて

意見を申し上げた時に、区の方からの回答

として、賃金のことだけでなくてそれ以外

の魅力だとかそのようなことをアピールし

ていくことも大切だということで、本当に

その通りだろうと思っているところです。

それから柱３の廃業ですね、そちらの方に

ついては、マッチングクリエイターの方と

かがアウトリーチして、現場の様子を見て

色々と情報を持っていらっしゃるので、そ

れを有効に活用して何かこう情報収集をし

て先手を打っていけるようになると良いな

と思っています。こちらの基本計画の冊子

についてはすごくわかりやすくて、私は全

体を俯瞰して大きな一つの仕組みとして見

るのはちょっと難しくて、現場の目しか持

ってないのですが、私でもすごくよくわか

るような内容になっていると思います。 

 

〇石鍋産業経済部長 

特に事業承継に関しては、木村委員はかな

り問題意識を持ってらっしゃると思われま

す。マッチングクリエイターが定期的に企

業に入っていく中で、そのような情報を先

取りしていけるような、あるいは向こうは

言わないかもしれないけれども、そのよう

な気配を伺えるのではないかというところ

を駆使して伝えていきたいと思います。そ

れで少しでも承継がうまくいくようにとい

うことを考えていきます。ありがとうござ

います。 

 

〇池村会長 

木村委員からは、前回会議での柱１、３の

ご指摘に関連してご意見をいただきました。

また、冊子についても分かりやすいとご意

見がありました。 

 

〇小早川委員 

前回所用でお休みをさせていただきました。

東京都の設備投資に関しての補助金の面接

があったのですが、そちらに行かなければ

なりませんでした。補助金とか助成金とか、



非常に企業としては魅力的なサポートにな

ります。今回もこのような形で色々計画の

中に落とし込んでいただいている中で、本

当に一企業としても期待をしていきたいな

と思っておりますので、よろしくお願いし

ます。その補助金の採択が決まって、今日

その説明会行かなければいけなかったので

すが、今日はこっちに来ました。前回いな

かったので、メールでご意見させていただ

いたのですが、ちょっとその前に、今日は

若い清水委員がお見えになっています。通

われている大学と足立ブランドがコラボレ

ーションされていると伺いましたが、足立

区で生まれ育った方が区内の企業と協創さ

れていることは、大変喜ばしいことだと思

っております。やはり「地産地就」として、

地元で生まれ地元の大学へ通い、地元で就

職していただく、そうした方々が増えるこ

とで、この人材難・採用難の中にあっても、

10年後、20年後に今の子どもたちが足立

区で働いてくれるようになれば素晴らしい

と考えております。大学と企業との連携を

含め、私たち足立ブランド認定企業が先頭

に立ち、さらに足立区の産業を PRしてい

かなければならないと、身の引き締まる思

いでございます。 続きまして、私の意見

として計画達成指標Ⅱについて申し上げま

す。各社のニーズに合わせたデジタル活用

率について、2025年度基準値 31.8％、

2029年度 40％、2034年度 50％と示されて

いる部分でございます。他の委員からは

「容易ではない目標値ではないか」という

ご意見もございましたが、私は逆に、60％

を目指してもよいのではないかと考えてお

ります。目標として高すぎるのではないか

というご指摘もあるかと思いますが、その

理由を申し上げます。 電子帳簿保存法へ

の対応をはじめ、決済の電子化に伴う POS

レジ導入の必要性も高まっており、企業に

とってデジタル化はすでに避けられない必

須の取り組みとなっております。また、清

水委員のようなデジタルネイティブ世代の

方々は、10 年後には 30 代を迎えられます。

その頃には、現在の 40代・50代の経営者

層も 50代・60代となり、現場の中心とし

て活躍されている時代です。そうした将来

を見据えますと、デジタル化の目標が

50％では少々控えめではないかと考えた次

第です。 また、関連してこの機会に 1点

要望がございます。IT・IoT導入補助金に

関しましては、企業の導入時における「攻

めのデジタル化」として、今後も手厚く後

押ししていただけるものと期待しておりま

す。一方で、昨今はセキュリティ対策の重

要性が非常に高まっている時代です。攻め

と守りの両面が不可欠となる中、セキュリ

ティ対策に関する支援や補助金の新設・拡

充についてもご検討いただきたく、以前よ

り要望をお伝えしているところでございま

す。今後は AIの利活用がさらに進むにつ

れ、プライバシー保護や情報セキュリティ、

情報漏洩への対策が極めて重要になってま

いりますので、ぜひこの分野におきまして

も幅広い補助や支援体制のご検討をお願い

申し上げます。 

 

〇石鍋産業経済部長 

50％をどうするかは我々も悩んでいたとこ

ろで、小早川委員はデジタルネイティブの

方が増えていき、ネイティブではない方が

退場していく、そこを考えると 60％にな

るのではないか。一方前回会議で 50％で



もちょっと高いのではないかという意見も

あって、その折衷案ではないのですが、今

のデジタルの進歩具合を考えると、デジタ

ルネイティブも取り残されてしまう時代が

来てしまう可能性もあるのではないかとい

うことで、とりあえずここで 50％にして

いるというところで理解いただければと思

います。サイバーセキュリティ関係ですね、

我々も問題意識としては持っています。今

は対象にしておりませんけれども、そうい

ったところを対象にすべきではないかとか、

生成 AIを使うサブスクですとか、そうい

ったところも含めて費用の支援を有効にで

きるのではないかというのは検討していき

たいと思います。 

 

〇池村会長 

小早川委員からは、計画達成指標と ITに

関する補助金等についてご指摘いただきま

した。ありがとうございました。 

 

〇小林委員 

前回指摘やご意見させていただいた部分は

修正、ないしはご回答いただいておりまし

て、その分は特に問題ないと思っています。

ここまで煮詰まってくるとなかなか新しい

指摘というのはないと思っていまして、た

だ非常に見やすいものに仕上がっていると

思っています。今回送っていただいて改め

て見てですね、今回個別の部分をどうこう

という話ではないのですが、P23の２、利

益の上限に関わらずコストは増加していま

すというアンケート結果があるのですが、

ここで面白いなと思ったのが今更ですけれ

ども、コストが増えたという回答している

事業者は、利益が減少している事業者より

も利益が増加している事業者の方が多かっ

たという回答を今更ながら見ていまして、

こういったところにヒントがあるのではな

いかなと。なんでこうなのかは、私には把

握はできなかったのですが、何かこう改善

をしていく部分では、こういったところが

ヒントになるのかなと感じました。以上で

す。 

 

〇石鍋産業経済部長 

信用金庫さんともお話をさせていただいて

いるところで、価格転嫁の問題は非常に大

きいなと思っています。そこはやりにくい

けれども積極的にやっていかなければなら

ない。そのためには原価計算をするという

基本的なところができないといけないので

すが、これができない企業が意外と多くい

ます。中小企業診断士が経営相談をしてい

て、そこも含めたサポートは我々がやって

いくことになりますし、信用金庫様の方で

もできるだけサポートしていただいて、そ

ういった形で進めていきたいと思います。 

 

〇池村会長 

小林委員からは、利益の増減にかかわらず

コストは増加しているということで、利益

の増加事業者の中ではコストに見合う売

上・利益ができているという印象を受けま

した。原価計算ができていないという説明

がありましたが、コストが集計できないと

いうことでしょうか。 

 

〇石鍋産業経済部長 

できていないということです。昔の物を並

べていたら物が売れていた時代の比較的高

齢の方に多い印象です。 



 

○池村会長 

そうですか。原価計算をしっかりできない

といけないですね。 

 

〇佐鳥委員 

前回出席できなかったのですが、いま商店

街振興組合連合会の理事長を仰せつかって

いるわけですけど、商店としてはだんだん

後継者が少なくなっている現状です。足立

区の補助金を使ってプレミアム商品券を扱

うことになりまして、その中でデジタル化

ということもありまして、プレミアム商品

券は２割、デジタルだと３割で、１人２万

円を抽選で買ってもらうということで、な

かなか好評でかなりの数の応募があります

けれど、区内の経済を活性化するために努

力はしています。先ほど申した後継者がい

なくてシャッター通りになりつつあります

けれども、私は南花畑で花保商店街を運営

していて、東京都から補助金を受けまして、

イベントなどで LINEの友達を集めるよう

にしています。友達が 1,200人になって、

先ほどおっしゃっていましたけれど、物を

置いて売れる時代ではないので、私ども商

店街としてはそういうものを利用して、保

育園とか病院、葬儀社、インテリア会社と

か色々な企業が参加してくれて、違った形

でそのデジタル化を利用して集客に努めて

いる感じです。 

 

○石鍋産業経済部長 

消費喚起策につきましては、柱５で触れて

いるところで、佐鳥委員からお話がありま

したけれども、商連が進めております商店

街応援券につきましては、昨年以上の応募

倍率となっていて、物価高騰なども反映し

ていると我々としても考えていますので、

区民の期待や商店街の下支えということも

踏まえて来年度以降も考えていきますので、

そのときはまたご協力をお願いしたいと思

います。 

 

○佐鳥委員 

公的資金を投入していただいておりますの

で、消費者の皆さんに少しでも喜んでもら

えればと考えております。 

 

○池村会長 

佐鳥委員からは、商店街振興の観点からデ

ジタル化についてお話がありました。 

 

〇瀬田委員 

先ほど池村会長の質問でありましたけど、

実際に区内企業で決算書が読める企業家が

おそらく２割から３割程度しかおられない

のではないかというのは、私の肌感覚であ

ります。数字はもう会計士に任せて、数字

を読み込めないから経営計画も立てられな

いというのが実は多くいて、そういった

方々をどのように変容させていくかという

のが現実です。今回の基本計画ですけれど

も大変素晴らしいとは思います。この経済

活動を通じてウェルビーイングを実現する

という点で、この理念は大変素晴らしいと

思いますし、そしてこの協創の考え方です

ね、昔みたいにこう行政から何かを頂戴で

はなくて、協創するプレイヤーとして一緒

になって新しい価値を作り出していくと、

この点については画期的ですし、進んでい

る考えかなと思っています。柱の立て方も

全方位的で、なおかつ現状の課題をしっか



り捉えていてよろしいと思いますが、その

上で四点ほどお話し、お願いがありまして、

一つは、基本計画の柱と方向性は素晴らし

いのですが、各施策にブレイクダウンした

ときに具体的な政策にならなければいけな

いのでこれで良いと思うのですが、そこに

ギャップ感がありまして、2034年の今か

ら８年後までの計画なので、非常に世の中

が変わっていると思います。その中で計画

は計画でこの柱で走らせて進めていくべき

ですが、実際の施策については柔軟性を持

って考えなければいけません。コロナもあ

りましたし、中東情勢の変化もありました

し、災害ということもありますので、それ

に応じた柔軟な対応を実施していただきた

いと思います。細かいことを言いますと、

P27の協創フロントは素晴らしいなと感じ

まして、ぜひこれは進めていただきたいと

思いますけれど、それに当たりまして前々

からお願いしているのですが、ぜひ SR調

達を推進していただきたいと思っています。

地域の課題解決と企業の成長促進を両立で

きる、調達方法を変えることによってその

ような機会を創出できて、SR調達を実施

することで非常に進むと思っていますので、

ぜひ引き続きご検討いただきたいと思いま

す。三つ目ですが、本当細かい話ですが、

例えば事業承継でもそうなのですが、東京

商工会議所足立支部でも同じような事業を

やっているわけなので、事業者としてはこ

っちもあるよという話になりますので、東

京商工会議所の事業と照らし合わせて一本

化できるところを一本化して、より強く事

業を推進していただきたいと思います。東

京商工会議所との連携も各部分で推進して

いただきたいです。最後はこの告知につい

て、先ほどから他の委員からも、文字ばか

りでわかりにくいのではないかとご指摘い

ただきましたが、実際にこれが区内事業者

に浸透しませんと意味がないので、告知の

方法ですとかわかりやすさ、伝え方あるい

は伝えるルートをしっかり検討いただいて、

この基本計画の政策の実効性が高まるよう

にしていただきたいと思っています。 

 

〇石鍋産業経済部長 

最初にいただきました柔軟性の部分ですね、

４年後に見直しがあり、こちらの方で見直

しと言っても、大きく手を入れていく形で

直しますので、そこでしっかりと状況を踏

まえた新たな計画にしていきたいと思って

います。SR調達につきましては以前から

ご意見いただいていますけれども、引き続

き所管課に伝えていきます。それから東京

商工会議所との連携ですけれども、情報交

換を含めて、例えば事業承継に関しては協

力してやっているところで、その枠の中で

一緒に進めていけるかなと思います。伝わ

ることが大事だということを心がけて、今

回ポイントになるのは、デジタル化が大事

だというところと、人材の確保ですね、賃

金だけではなく環境が大事だという産業実

態等アンケートから見えてきたところ、デ

ジタル化に取り組んでいる企業ほど利益を

上げているという部分を駆使して、新たな

ことにチャレンジしていただくことや従業

員目線で会社経営をしなければいけないこ

とを伝えていきたいと思います。 

 

○池村会長 

瀬田委員からは、時代に応じた政策の柔軟

性を中心にご指摘いただきました。 



 

〇古川委員 

前回欠席いたしまして申し訳ありませんで

した。全体的に今までの議論を反映する形

になっていて、良い仕上がりになっている

と思いました。私の方からは、日々フロン

ティアを切り拓くことを仕事にしている立

場から、この 2034年を見据えて大事だと

考えるポイントについて少しお話をさせて

いただきたいと思います。瀬田委員がおっ

しゃった通り、今の世の中はすごく変化が

激しいです。もちろん今までもずっと変化

があって動いてきているのですが、今起き

ていることは本当に地殻変動的な変化であ

ると言って良いでしょう。仕事のスピード

感もかなり変わりました。おそらく同じ作

業であれば、５年ほど前の５分の１とか、

１０分の１程度の時間で成果がでるように

なっています。それは業務のコストも下げ

ていますし、新しい可能性を生み出してい

る。今まで外部に頼ってきたスキルや経験

は、AIを使うことで、自分で手に入る範

囲が広がっている。あらゆる人が様々なノ

ウハウやスキルにアクセスでき、あるいは

AIを働かせて、業務に活用することがで

きる時代に入っています。AIのようなツ

ールを使わないと、スピードとコストに差

が出る。走れる人は走るし、取り残される

人は取り残されるという二極化の時代にな

ってきているわけです。そのような時代背

景の中で足立区は、どう差別化をしていけ

ば良いのか、そこが大事です。確かに、今

は AIが何でもやってくれるような時代で

はあります。でも、このような時代には

AIや ITをどう使いこなすかということよ

りも、実はリアルな現場感が大切なのです。

現場の感覚を持っていることは、この時代

にあって極めて大事になってきていると感

じています。実体験に裏打ちされた感覚だ

とか、スキル、ノウハウとか、要するに単

に知識として持っているものではなくて、

実体験に基づくものがとても貴重な価値と

なっています。足立区のものづくりやサー

ビス業を含めた様々な産業が、現場を持っ

ているという強みは、これからとても大き

な価値になるでしょう。大事に生かしてい

くべきものだと感じています。現場を持つ

ということは、本当に強みです。例えば、

IoTの先には、ロボティクスの時代が待っ

ています。特にロボットと AIが融合する

フィジカルロボティクスが注目を受け始め

ています。ここで大事なのはまさにものづ

くりの現場です。今までは常にハードウェ

アの技術が先行し、ソフトウェアが追いか

けるような構造でした。メカニカルな限界

よりは、制御するためのソフトウェアの技

術が制約となってできないことの方が多か

ったのです。しかし、AI の技術が発展し、

メカニックを制御するソフトウェアの能力

が急激に上がる中で、今度はそのソフトウ

ェアの能力を存分に活かすハードウェアを

作ることがむしろ課題となっています。つ

まり、ものづくりの力が改めてとても大事

になってきているわけです。足立区の製造

業にとって、新しいビジネスが生まれるチ

ャンスです。足立区の経済をこれから活性

化させる上で、この機会は逃すべきではあ

りません。新しい時代の差別化において、

もうひとつ大事なことは、リアルなネット

ワークやコミュニティになります。これは、

現場感が大事だということにも通じている

のですが、AIのようなバーチャルの世界



が席巻する中で、リアルなつながりは大き

な価値を持つことになります。これはどう

して必要かというと、まずは一次情報、つ

まり生の声が聞ける。さらに、ビジネスの

スピードを加速できる。今までは、ネット

ワークやコミュニティを持っていても、コ

ミュニケーションのコストが高く、十分に

活かすことは難しかった。したがって、自

社やグループ内に人を囲い込んで、できる

だけ内製化する方が効率的でした。しかし、

今はコミュニケーションのコストが非常に

下がっています。そんな時代に、自社の内

部に人を囲い込んで業務を行うことは、あ

る意味リスクが高いことにもなりかねませ

ん。今の最先端の人たちは、パフォーマン

スを上げる上で、自分たちの力を使わずに、

どうビジネスのスピードを上げて拡げるこ

とができるかという点を考えています。特

にスタートアップは、人的な資源が限られ

ているので、効率的にビジネスを拡大しな

くてはいけない。もちろん人が多くいれば

良いには良いのですが、変化も成長のスピ

ードも現代のように急速に早まっていくと、

昔ながらの方法ではスピードに追いつけな

いことにもなりかねません。いかに、外部

にパートナーを持ち、協働する体制を作っ

ていけるかが大事です。なので、例えば地

元の仲間だとか商店街に顔見知りであると

か学校で繋がっているとか、そういった関

係性が大事になります。本中長期計画の中

にある協創フロントや創業支援施設で交流

は、新しい価値を生み出す可能性がある。

地味かもしれませんが、これから生きて勝

ち抜くためにはとても大事です。最後に、

なかなか難しいかもしれませんが、グロー

バルなビジネスをどう足立区にも組み込む

かという点も忘れてはいけません。世界は

動いていますし、新しいビジネスのチャン

スが生まれてくる中で、足立区の産業ある

いは地域の特性をどのように世界の中で売

っていけるのか。今後、中長期計画も見直

しをされていくと思いますけれども、この

点もぜひ検討事項に入ることを個人的には

期待しています。 

 

〇石鍋産業経済部長 

古川委員の方からお話があった現場感です

ね、フィジカル AIが発達していく中で非

常に重要なところになってくると思います。

製造の現場もそうですし、介護や医療の現

場でも蓄えた知をいかに落とし込んでいく

かが課題になっていて、それをどのように

活かしていけるかは我々がなかなか機会を

作り出せないところですが、非常に重要な

ことだと意識して事業を進めていきたいと

思います。あと、スピード感については創

業者にとっては一番大事だと言い続けてい

るところですので、引き続き進めていきた

いと思っています。 

 

○池村会長 

古川委員からは、現場感を持つことの重要

性とそれが足立区の強みになるというお話

がありました。お話を聞いていて、AIが

すごい速度で進展していて研究の場でも

AIのおかげで違う分野に小さなコストで

移れるようになったので、他分野に移る研

究者が増えてきています。コードもなんで

完璧にできるのだろうと怖いぐらいです。

スキルをどのように身に着けていくかが今

後大事になってくると思います。 

 



〇吉岡委員 

前回は所用にて欠席させていただきました。

資料の方は送っていただいたものを読み込

ませていただきまして、今までの議論にそ

の内容を反映して、構成的にも読みやすい

ものになっていると感じております。人材

不足のところ柱１ですけれども、指標のと

ころも下方修正されておりまして、少子高

齢化の中で女性、主婦層や高齢者の方など

を活用していかないと、なかなか事業を進

めるのも難しい実態はあると思いますので、

そこを含めて考えますと妥当な数字ではな

いかなと考えております。ハローワークは

国のセーフティネットという役割がありま

すけれども、一般と呼ばせていただいてい

る正社員を含む常用雇用者ですけれども、

その方々の就職する割合は全体の 45％で、

パート労働者の方、通常よりも時間帯が短

い方が残り 55％となってきております。

これから AIの活用が進む中、今まで通り

の正社員の人材が必要かどうかも関わって

くるというところがあると思いますが、現

段階では妥当な数字ではないかと思ってお

ります。それと人材確保のところ、P15の

マンスリー就職面接会は、ハローワーク足

立と足立区荒川区の共催でやらせていただ

いている面接会でございます。こちらに関

する目標が P51 に記載いただいております。

基準値が 2025年 587人ということになっ

ております。実はですね、2024年が 271

人しかおらず、2025 年は倍増しています。

ただハローワークと両区の方々での協力を

重ねての結果ということになっておりまし

て、例えば参加企業さんの製品を会場に展

示させていただくことが一つ、それとハロ

ーワークの方では、企業の魅力を発信する

ために、面接会に参加されている企業を訪

問させていただいております。ハローワー

ク足立の求人担当が訪問しておりますけれ

ども、それを持ち帰りまして、求職者の対

応をする職業相談のスタッフの方にプレゼ

ンをしております。実際、窓口の担当職員

が企業の魅力を把握することによって求職

者に参加してもらいやすいという形を昨年

度からとらせていただいた結果この倍増を

したという結果でございます。年間 10人

の増加という目標値で定めていただいてお

りますので、さらにハローワークとしても

両区と協力をしながらさらに集客していき

たいと考えております。こちらを目標とし

てハローワークとしても頑張っていこうと

思っております。また助成金の関係で、

P18中段あたり、国の主な雇用関係の助成

金ということで載せていただいています。

国の助成金は様々なものがありまして、ど

の業界に対してというものもあれば、外国

人の雇用に関する様々な助成金があるので、

一般的に掲載できるものだけ足立区さんの

方とご相談させていただいて載せたという

ことでございます。私どもの方も周知がい

き届いているかどうかと言いましたらそう

でもないところもありますので、国として

も雇用に関する助成金の方につきましては

引き続き周知の方を強化していきたいと思

っておりますので、ご協力いただければな

と思っております 

 

○石鍋産業経済部長 

マンスリー就職面接会で新たな取り組みを

された結果ではないかというお話がありま

した。これにつきましては、今年度の数字

も参考に追っていきながら、昨年度の傾向



が今年度も続いているのであれば、この数

字でやっていければと考えています。 

 

○吉岡委員 

今年度は、昨年度より少し多い集客数にな

っています。 

 

○石鍋産業経済部長 

引き続き協力して集客できればと思ってい

ます。 

 

○池村会長 

吉岡委員からは、人材活用や就労への結び

つきなどについてご意見をいただきました。 

 

○齋藤委員 

前期に引き続き今期も拝命させていただき

ました。よろしくお願いします。私、普段

は経営コンサルティングファームにて、企

業や政府さんに経営の支援をさせていただ

いておりますので、その観点から少し何か

役に立てればと思っております。前回です

ね、私の方から２点コメントさせていただ

きました。計画達成指標に関してのところ

で柱１、２、３に加えて４、５、６につい

ても指標を設定すべきではというようなポ

イントと、柱２施策成果指標に関して、AI

の活用を絡めた指標としてはどうかという

ところで、いずれも反映・修正をしていた

だきありがとうございます。今日は計画達

成指標のところですね、何点かコメントと

いう形で共有できればと思っております。 

P49、P50のところですけれども、主に柱

２から６についてコメントできればと思っ

ております。まず、柱２各社のニーズに合

わせたデジタル活用のところについて、先

ほど小早川委員からもご指摘あったと思い

ますが、最終目標については、私ももう少

し高めの設定としても良いのかなと思って

おります。P74のところに以前のアンケー

ト結果がございまして、すでに活動を始め

ている方が 31.8％で、現時点でも活用す

る予定で準備している方と活用したいとい

う、意向は示している方を足し合わせるだ

けでも 50％は超えてくると見ておりまし

て、このご時世の中での最終目標の設定と

いう観点だと、もう少し上乗せして例えば

60％ですとか 70％ですとか、そういった

目標設定をするのも一案かなと捉えており

ます。柱３ですね、また P49に戻っていた

だいて、営業利益が増加している事業者の

割合の数値目標のところですね。こちらの

最終目標の数値 22.3％で、この数値は特

段違和感ないと思われるかなと思ってはい

ますけれども、この数値を策定するにあた

って、2021年度の調査が推定 6.4％、そこ

から 5.3ポイント上がったので、22.3％と

いう記載がございます。ただですね、2021

年度はまさにコロナ禍の調査の結果だと思

いますので、この一つだけでなくもう少し

過年度に遡った時に大体このような推移で

きているので、このくらいの数字にしまし

たですとか、あとは都内もしくは全国の小

規模中小企業の事業者の営業利益が増加し

ている事業者の割合は大体、2、30％くら

いのようですけれども、そのようなベンチ

マークと比較してこの数値にしましたみた

いな、根拠の設定の仕方の方がより確から

しいかなと捉えております。柱４から６に

ついては新たに追加していただいたところ

かなと。柱４については、区内での事業運

営に満足している割合という形で目標設定



していただいたと理解しております。ただ

一方ですね、目指しているのは区内での起

業が活発化し創業後も区内に定着して事業

運営を行っている状態ですので、事業運営

に満足している割合というよりは、例えば

５年以内に足立区の中で創業された事業者

の数ですとか、その中で５年間事業運営が

続いている割合ですとか、満足度ではなく

て客観的な指標に基づいて設計をするとよ

り良いかなと捉えております。柱５は先ほ

どの柱３と同様で、2021年度の結果だけ

でなく少し他の年度のデータと比較すると、

コロナの影響を排除した上で捉えられるの

かなと思っている次第です。柱６について

は、区内消費額の計算が来場者数×来場者

の平均消費額で算出していただいていると

いうことで、P64を見た時にイベントにお

ける賑わい創出のところの５大イベントの

来場者数が、こちらだと 2025年から 34年

にかけて約 1.1倍の 161万人から 175万人

になりますという計算なっているので、

P50にある 44.3億円もそこにならすと、

最終年が 48億円ぐらいの規模感になるの

かなと思ったので、そこの修正はあっても

良いのかなと捉えている次第です。以上、

私から計画達成指標に対してのコメントに

なります。 

 

○石鍋産業経済部長 

はい、ありがとうございます。指標につい

てご意見いただきました。事務局の方で修

正の可能性、できそうかも踏まえて検討し

たいと思います。 

 

○池村会長 

齋藤委員からは、計画達成指標や目標設定

についてご意見をいただきました。 

 

○清水委員 

大学生の視点からこういった施策があった

ら良いのではないかというお話をさせてい

ただきます。人材の確保というところで思

ったより人材を採用できない割合が多いと

思いますけど、大学生目線からしても、足

立区で生まれ育って足立区の企業に入りた

い人はいますが、足立区の企業のことを知

らない人が多くて、足立区と高校や大学が

協力したりして、もっと良いマッチングが

できるのではないかと考えています。就職

活動を自分自身がしていく中で、目に入っ

た情報に縛られてしまいますので、広い視

野を持てるように、色々な良い企業がある

ので、足立区の良い企業をより紹介できれ

ば人材不足に貢献できるのではないかと思

います。また、P５の経済活性化の現状と

取り組みの方向性で人口減少が続くという

ところですが、全国的に人口減少が続いて

いますが、こちらをやるのは当たり前なの

ですが、足立区は珍しく人口が増えていて

０歳児も増えていますので、増えているこ

とを強みとした施策を入れても良いのでは

ないかと考えております。０歳児が増えて

いて大学もたくさんできておりますので、

若者を中心とした施策を入れていただけれ

ば大学生や若者が足立区に貢献できるので

はないかと考えています。P27の産学公連

携のところで、中小企業は研究開発のため

の人員が不足していて技術開発が困難とあ

りますが、私自身大学のゼミの活動で足立

ブランド認定企業と協力して製品化などを

させていただきましたので、もっと大学と

協力することで様々なことで大学生が貢献



できると考えています。商品化に繋がらな

くても大学生の視点・ニーズのところで有

効に活用できると考えています。また、そ

のような連携を密に大学とすることで、

P43にあるようなイベントによる賑わい創

出の観点でも、５大イベントで大学生と連

携することで盛り上げていける部分がたく

さんあると思いますし、イベントにおける

子どもたちの声という点でも文教大学は私

立で最も小中学校の教員を輩出している大

学でもございますので、子供たちのことを

たくさん考えていますので、もっともっと

みんなが楽しめるようなイベントを一緒に

計画できるのではないかと考えております。

また、先ほど P49のデジタル活用の部分に

関しましては、大学生としましては生成

AIに関しては、ほぼ全員 100％が使ってい

る状況ですので、50％以上を目指せるので

はないかなと考えております。以上になり

ます。 

 

○石鍋産業経済部長 

はい、ありがとうございます。人材確保の

件については、これまでも大学には呼びか

けをしていて、大学連携という部署がある

ので引き続き協力しながら紹介を進めてい

きます。次に人口が増加しているというお

話がありました。これまで足立区では 20

代の人が入ってきて、30代ぐらいになっ

たら流出していく、そういったことが見え

ていましたけれども、最近は 30代がその

まま定着もしくは入ってくるっていうこと

がここ２、３年続いています。それが東京

都の潤沢な予算による子育て施策の充実で

すとか色々考えられる要素がありますが、

原因をこれから探っていくことを政策経営

部でやっていきます。それらを踏まえて、

こういった傾向が続くようであれば、ここ

の書きぶりも変わってくると考えています。

それから大学との連携の関係で、色々な大

学にご協力いただいていますし、その輪を

どんどん広げていきたいと思いますので、

これは産業経済部だけではなく庁内全体で

進めていきたいと思っています。デジタル

化については、先ほども申し上げたところ

ですけれども、減るのではないかという懸

念や、それから先ほどから出ておりました

デジタルの急激な進歩で逆についていけな

くなる可能性もあるのではないかというと

ころもありますので、それについては改め

て考えていきたいと思っています。 

 

○池村会長 

清水委員からは大学生の視点から人材確保

などについてご意見をいただきました。皆

さんに一人ひとりご意見お願いしましたけ

れども、追加してご意見等ございますか。

よろしいでしょうか。それでは皆様ありが

とうございました。本日の審議事項は以上

となります。 

 

〇石鍋産業経済部長 

池村会長ありがとうございました。委員の

皆様も様々なご意見ありがとうございます。

この地域経済活性化基本計画の改定の進め

方については、次第の下部に記載の予定に

なっています。本日いただいた、計画（案）

に対するご意見を踏まえ、事務局にて計画

案を修正していきます。議会に案を報告す

るとともに、９月末から１か月間、区民か

ら広く意見をいただくためパブリックコメ

ントを実施します。パブリックコメントの



結果について、議会並びに経済活性化会議

にご報告し、区長へ答申する計画案を最終

的に審議します。２月頃区長へ答申し、計

画の改定を完了したいと考えております。

次回、経済活性化会議は１２月～１月頃開

催しますので、日程調整させていただきま

すので、よろしくお願いいたします。それ

ではこれをもちまして、令和８年度第二回

足立区経済活性化会議を閉会いたします。

本日はお忙しいところ長時間にわたり、あ

りがとうございました。 

 


